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子
宮
頸
が
ん
予
防
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
男
性
へ
の
適
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）
は
、
女
性
の
子
宮
頸
が
ん
の
原
因
で
あ
り
、
男
性
に
と
っ
て
も
性
感
染
症
や
が
ん

を
引
き
起
こ
す
。
厚
生
労
働
省
の
審
議
会
で
令
和
四
年
八
月
か
ら
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
男
性
の
定
期
接
種
化
に
つ
い
て
の
議
論

が
始
ま
っ
て
い
る
。 

 

令
和
五
年
八
月
一
日
よ
り
、
東
京
都
中
野
区
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
感
染
し
た
男
性
と
の
性
交
渉
に
よ
る
女
性
へ
の
感
染
及
び
子
宮

頸
が
ん
の
発
症
を
防
ぎ
、
男
性
の
性
感
染
症
を
防
止
し
、
接
種
を
希
望
す
る
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
任
意

予
防
接
種
の
費
用
助
成
を
開
始
し
た
。
こ
の
中
野
区
の
事
業
で
は
、
小
学
六
年
生
か
ら
高
校
一
年
生
相
当
の
男
子
を
対
象
と

し
、
全
額
助
成
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
男
子
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
は
任
意
の
予
防
接
種
な
の
で
、
接
種
す
る
か

し
な
い
か
は
、
接
種
対
象
者
の
希
望
と
医
師
の
判
断
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
東
京
都
は
、
男
性
向
け
の
助
成
を
始
め
る
区
市
町
村
の
負
担
を
補
助
す
る
形
で
検
討
を
進
め
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

 

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

子
宮
頸
が
ん
及
び
性
感
染
症
の
感
染
拡
大
予
防
に
関
し
て
住
む
地
域
で
差
が
あ
る
べ
き
で
は
な
く
、
国
は
全
国
一
律
に
補

助
を
行
う
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 



 

２ 

 

二 

一
に
関
連
し
て
、
国
が
一
律
に
、
た
と
え
ば
、
小
学
六
年
生
か
ら
高
校
一
年
生
相
当
の
男
子
を
対
象
と
し
た
全
額
助
成
を

行
う
場
合
、
ど
の
程
度
の
予
算
が
必
要
に
な
る
の
か
。
概
ね
の
予
算
額
を
示
さ
れ
た
い
。 

三 

子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
と
検
診
受
診
率
の
ア
ッ
プ
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
が
検

診
受
診
率
に
は
地
域
差
が
大
き
い
。
こ
の
差
は
ど
の
よ
う
な
理
由
で
生
じ
る
と
思
わ
れ
る
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。 

四 

三
に
関
連
し
て
、
検
診
受
診
率
の
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
改
善
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
の
か
。
検
診
受
診
率
の

目
標
や
、
具
体
的
な
対
策
が
あ
れ
ば
示
さ
れ
た
い
。 

五 

子
宮
頸
が
ん
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
に
は
、
罹
患
が
疑
わ
れ
る
者
が
医
療
機
関
に
出
向
い
て
の
受
診
、
検
診
を

待
つ
の
み
で
は
十
分
で
は
な
い
。
受
診
を
躊
躇
し
て
い
る
間
に
手
遅
れ
に
な
る
場
合
が
あ
る
。
そ
こ
で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

受
診
や
検
査
キ
ッ
ト
な
ど
を
用
い
た
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
検
査
等
、
同
時
に
多
方
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
だ
と
思
わ
れ

る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 

 

右
質
問
す
る
。 


